
 
 
 
 
 

札幌市の交通安全 http://www.city.sapporo.jp/kotsuanzen/ 

            
 
  
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

※アルコールの 1 単位＝純アルコールを 20g 含む酒量 

 

 

※この分解時間は、性別・年齢・体重・体調等などに 

よっても変わります！ 

 １２月１３日（金）には北海道庁赤れんが

庁舎前で年末の交通死亡事故抑止に向けた出

動式を実施し、札幌市をはじめとする各団体

の交通安全広報車とパトカーが多くの方に見

送られながら出動しました。その後参加者に

よる旗の波の街頭啓発も行われました。 

人間がアルコールを分解するには１単位に 

およそ４時間かかります！ 

１２月１日より、運転中の「ながらスマホ」の罰則が強化されました！ 

重大な交通事故に繋がる可能性があります。絶対にやめましょう！ 

ワイン 

200ml（小グラス 2 杯） 

日本酒 

180ml（1 合） 

チューハイ 

350ml 

 

焼酎 

100ml（コップ半分） 

 

ビール 

500ml 

ウィスキー 

60ml（ダブル 1杯） 

街頭啓発を実施しました！ 

 

 

 

 

 

 年末の飲酒運転根絶キャンペーンとして、

１２月６日（金）に東区のアリオ札幌にて、

大根を配布して『飲酒運転の大根絶』を呼び

かける街頭啓発を実施しました。 

 札幌市立苗穂小学校の皆さんによる飲酒運

転根絶メッセージの呼びかけなどの後、買い

物客の皆さまへ啓発品として「大根絶」にか

けて大根を配布いたしました。 

  

新しい令和の時代を迎えた今年も終わりに近づいてまいりました。  

今年も季節ごとの交通安全運動や日頃の街頭啓発・イベント等を通じて、多くの市民の方々や関係団体の皆さまに交通安全に

ご協力いただきましたことに心より感謝を申し上げます。 

しかしながら、今年の市内における交通事故死亡者は 12 月 15 日現在で 26 人となっており、昨年の同期間中と比べ 6 人増加

する結果となっています。また 12 月 15 日現在で交通死亡事故多発警報が 3 回（北海道 2 回、石狩振興局 1 回）発表されるなど、

北海道と札幌市の交通安全を取り巻く状況はまだまだ厳しい状況にあると言えます。 

冬は始まったばかりで、路面状況の悪い季節が今後長く続きます。年末年始で何かと外出や飲酒の機会も増えることでしょう。 

皆さまに無事故で明るく新しい年を迎えていただくため、交通事故の防止と飲酒運転の根絶に努めていただきますようお願い

申し上げます。 

(c)2019 Pokemon. 
 


